
PRESS RELEASE

■女性活躍についての『2020年 30%』目標、認知度は6割弱。

■目標を「すでに達成」している企業、外資企業は17％、日系企業は8％と2倍の差。

■ 「10~29％」(40％)、日系企業では「10％未満」(54％)が最多。

■

■新しい女性管理職の登用方法、外資系企業では「昇格と採用の両方」(50%)、日系企業では

「既存社員の昇格」(52%)の割合がもっとも高い。

■

■女性管理職登用でネックになっていること、第1位は「管理職を任せられる女性の人材が

いない」。第2位は外資系企業で「性別を問わず、優秀な人材を管理職にしたい」(46%)、

日系企業で「管理職を任せたい女性が、管理職になる意思がない」(42%)。

【結果解説】

https://www.enworld.com/
mailto:enworld-pr@enworld.com
http://www.gender.go.jp/kaigi/renkei/2020_30/index.html
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「10~29％」(40％)、日系企業では「10％未満」
(54％)が最多。(図5)
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